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　「リボルバー工法（重複複数シールドによる地下空間構築技術）」は、多数の小断面シールド（外殻シールド）
を重ね合わせて一体化し、大断面の覆工体（外殻覆工体）を構築した後に、内部土砂を掘削することで、地下に非
開削で大空間を構築する技術です。
　外殻覆工体は、隣接する外殻シールドを連結し、一体化したコンクリート構造であり、先行シールドのセグメン
トおよび中詰コンクリートの一部を後行シールド機が切削しながら掘進し、後行シールドのセグメント背面にＥＣ
Ｌコンクリートを充填することで、隣接するシールドトンネルを接合します。接合した後に先行シールドと後行シ
ールド内に中詰めコンクリートを充填し、外殻覆工体が完成します。
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外殻覆工体
外殻シールド

技術(工法)の概要 

リボルバー工法イメージ 

外殻覆工体構造概要 リボルバー工法施工ステップ 

後行シールド 

先行シールド 

止水工

内部掘削 

①先行シールド機掘進 

②先行シールド中詰コンクリート打設 

③後行シールド機掘進 

 （先行シールド切削） 

 ECL コンクリート打設 

 （鋼製セグメント残置） 

④止水工（一次注入） 

⑤コア削孔（主鉄筋配筋） 

⑥後行シールド中詰コンクリート打設 

⑦内部掘削 

中詰コンクリート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シールド機によるコンクリート 

構造物の切削実験の結果により、 

施工能率と切削時の安定性を確認 

しました。 

 

 

 

施工実績および圧送試験により、 

鋼繊維補強コンクリートの品質の 

安定性と長距離圧送性を確認しま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

シールド接合部を模擬した二面 

せん断試験を行い、コンクリート 

打継目の摩擦係数を求め、シール 

ド接合部を考慮した外殻覆工体の 

ＦＥＭ解析により構造成立性を確 

認しました。 

また、鉄筋コンクリートの許容 

応力度法と「鋼繊維補強鉄筋コン 

クリート柱部材の設計指針（案）」 

のせん断強度増加を考慮した終局 

耐力算定法が適用できることを、 

実物の１／５モデルの実験供試体 

による曲げ性能試験およびせん断 

性能試験により確認しました。 

 

 

 

界面（打継目）の止水性を確保 

する充填手順の構築と、止水材の 

充填試験・水圧試験により、止水 

性を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

１１１．．．   先先先行行行シシシーーールルルドドドののの一一一部部部ををを後後後行行行シシシーーールルルドドドががが切切切削削削しししななながががららら掘掘掘進進進ししし、、、セセセグググメメメンンントトト背背背面面面にににＥＥＥＣＣＣＬＬＬコココンンンクククリリリーーートトトををを   

充充充填填填すすするるるここことととででで、、、隣隣隣接接接すすするるるシシシーーールルルドドドトトトンンンネネネルルルををを接接接合合合ししし、、、一一一体体体ののの外外外殻殻殻覆覆覆工工工体体体ををを構構構築築築ででできききるるるこここととと   

技術審査の結果の概要

① 施工能率と切削時の安定性 

② 品質の安定性と長距離圧送性 

① 構造成立性 

② 界面での止水性 

２２２．．．   先先先行行行・・・後後後行行行シシシーーールルルドドド間間間ののの界界界面面面ををを有有有ししし、、、コココンンンクククリリリーーートトトセセセグググメメメンンントトト(((切切切削削削可可可能能能)))・・・鋼鋼鋼製製製セセセグググメメメンンントトト、、、充充充填填填コココ   

ンンンクククリリリーーートトトかかからららなななるるるコココンンンクククリリリーーートトト構構構造造造ででであああるるる外外外殻殻殻覆覆覆工工工体体体ががが所所所定定定ののの構構構造造造性性性能能能おおおよよよびびび止止止水水水性性性能能能ををを有有有しししててていいい   

るるるこここととと   

 

圧送試験(スランプフロー)状況 圧送試験(Ｕ型充てん高さ)状況 

曲げ性能試験状況 せん断性能試験状況 

充填試験状況 水圧試験状況 
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